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水仙 ウィリアム・ワーズワス
The Daffodils William Wordsworth

I wandered lonely as a cloud

That floats on high o’er vales and hills,

When all at once I saw a crowd,

A host, of  golden daffodils;

Beside the lake, beneath the trees,

Fluttering and dancing in the breeze.

わたしは谷あいや　小山のうえに高く浮かぶ
白雲のように　ただひとりさ迷い歩いた。
すると　とつぜん　金色に輝く
黄水仙の花の　大きな群れを見た。
湖のそば　木々のした、黄水仙は
そよ風に　ゆらゆらと躍っていた。 （訳：出口保夫）

ウィリアム・ワーズワス（1770-1850）は、イギリスの代表的なロ

マン派詩人。北西イングランドの湖水地方をこよなく愛し、「湖水詩人」

として知られる。取り上げたのは、「水仙」の冒頭部分。ダフォディル
（daffodil）は、ウェールズの国章である「ラッパズイセン」で、淡黄色の

花を咲かせる。散策の途中、突然、目に飛び込んできた黄金色の水仙

の群生、そよ風に揺れる花々。感動的である。
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荒地 T. S. エリオット
The Waste Land T. S. Eliot

April is the cruellest month, breeding

Lilacs out of  the dead land, mixing

Memory and desire, stirring

Dull roots with spring rain.

Winter kept us warm, covering

Earth in forgetful snow, feeding

A little life with dried tubers.

四月は残酷きわまる月だ
リラの花を死んだ土から生み出し
追憶に欲情をかきまぜたり
春の雨で鈍重な草根をふるい起こすのだ。
冬は人を温かくかくまってくれた。
地面を雪で忘却の中に被い
ひからびた球根で短い命を養い。 （訳：西脇順三郎）

T（トマス）・S（スターンズ）・エリオット（1888-1965）は、アメリカ

生まれのイギリスの詩人、劇作家、文芸評論家である。取り上げたのは、

5部からなる長詩『荒地』（1922）の有名な冒頭部分である。特に1行目

の「四月は残酷きわまる月だ」はとても印象的で、よく知られているが、

長詩ゆえ、引用が中途半端になっていることをお許しいただきたい。エ

リオットは1948年にノーベル文学賞を受賞している。
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